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平成２８年度 第２回 国東市総合教育会議 議事録 
 

期  日：平成２８年１２月６日（火）午後１時２９分開会 

場  所：くにさき総合文化センター（アストくにさき）３階会議室 

委  員：出席５名（欠席～鶴山 教育委員長職務代理） 

市長………………………………………三 河 明 史 

     教育委員長………………………………引 地 敏 之 

     教育委員…………………………………吉 武 耕一朗 

教育委員…………………………………高 山 信 哉 

教育長……………………………………加 藤 正 和 

 

事 務 局：総務課長…………………………………吉 水 良 仲 

     総務課秘書広聴係長……………………村 岡 修 一 

 

関連職員：教育次長兼教育総務課長………………橘   義 和 

     学校教育課長……………………………畑 野   章 

     文化財課長………………………………宇佐元 一 弥 

社会教育課長……………………………金 當 裕 昭 

給食センター所長………………………小 田 善 孝 

図書館長…………………………………田 口 哲 郎 

     

○ 総務課長が開会を宣言し、市長、教育委員長があいさつ。 

 

○ 総務課長が、「運営規程第６条第１項」の規定により市長が議長となること

を宣言。 

 

（三河市長） 

 それでは、協議事項１の「小中一貫教育校創設の取組について」を事務局か

ら説明して下さい。 

 

○ 教育次長が「武蔵地区小中一貫教育校設立」に係るアンケート調査結果を

説明。武蔵西小学校と武渓保育所、武蔵東小学校とむさしこども園の結果は、

いずれも賛成が反対を上回っていること。自由意見として、武蔵西小では小

学校が無くなることの寂しさ、武蔵東小では通学距離が遠くなることへの不

安が多くあったこと。１２月に再度、説明会とアンケート調査を実施し、最

終判断したい意向などを説明。 

 

○ 学校教育課長がパワーポイントを使って「義務教育学校の新設」について

理由、良さや課題、教育目標、今後の検討事項などを説明。 

 

○ 教育次長が義務教育学校を現武蔵中学校周辺に設置する「施設配置計画

（案）」について説明。 
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（三河市長） 

 義務教育学校の先進地視察には教育委員さんも行きましたか？ 

 

（引地教育委員長） 

佐賀県と福岡県に行きました。どちらの教職員からも義務教育学校について

良い意見を聞いて国東市でも実施すべきと感じました。武蔵東小では通学距離

が遠くなるという意見が気になります。 

 

（三河市長） 

 距離はどれくらい離れているの？ 

 

（橘教育次長） 

武蔵東小学校と武蔵中学校の間は約１.５キロです。 

 

（吉武委員） 

 福岡県宗像市は離島もあって、施設一体型と分離型を組み合わせていました。

佐賀県大町町は小中学校が当初から隣接していたので一体型としていました。

色んな組み合わせがあると感じました。 

 

（加藤教育長） 

 宗像市は全市で一貫校を実施していました。国東市も将来的には全て一貫校

としたいと思いました。 

 

（三河市長） 

 義務教育学校とすることで問題ありませんか？ 

 

（畑野学校教育課長） 

 小中一貫校は小・中学校がそれぞれあって連携を図りますが、義務教育学校

は最初から一つの学校となります。 

 

（三河市長） 

 教育委員会事務局としては義務教育学校を選択するようですが、委員さんに

は何か意見がございますか？ 

 

（吉武委員） 

 教職員の負担は増加しますが、教育の効率が向上します。 

 

（三河市長） 

 施設一体型を目指すうえで課題はありますか？ 
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（高山委員） 

 県立学校の場合は準備室を設置して検討事項を処理するようですが、今回は

どうなりますか？ 

 

（加藤教育長） 

 県へ相談に行きましたが、県負担で教育指導主事は派遣できないが、国東市

が雇用するには問題ないそうです。 

 

（三河市長） 

 国東市が人件費を負担すれば、県は職員を派遣出来るということですか？ 

 

（加藤教育長） 

 はい。ただし、どれだけの課題があるか予想もつかないので、準備室の設置

は現時点では考えていません。 

 

（三河市長） 

 開校まで３年あってもハード面の準備もありますから、早めに考えておく必

要がありますよ。 

 

（畑野学校教育課長） 

 安岐町の小学校統合に携わった時には、準備委員会を設置して、部会ごとに

教職員やＰＴＡ役員が検討しました。準備室は、当時は考えませんでした。 

 

（吉武委員） 

 財政的に許せば、今後の事を含めて準備室を設置した方が良いですよ。 

 

（畑野学校教育課長） 

 入学式に出席する在校生の範囲やＰＴＡ組織など、細部まで検討することは

沢山あります。 

 

（吉武委員） 

 教職員に負担をかける準備委員会ではなく、教育委員会の中に準備室などが

あった方が良いのではないですか？ 

 

（三河市長） 

 平成３２年開校ならば、その年の年明け早々にでも人事異動が必要では？校

舎建設の完成予定は何時ごろですか？ 

 

（橘教育次長） 

 計画では平成３２年２月です。 
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（加藤教育長） 

 高校の準備室には、次の校長が居て色んな準備に当りますが、市ではそんな

人事配置が出来ません。統合前の学校に、校長や教員を事前に配置しておくこ

となら出来ます。 

 

（三河市長） 

 授業もしながら準備が出来ますか？ 

 

（吉水総務課長） 

 教育指導主事が居れば、教職員へ指導しながら出来るのではないですか？仮

に教育指導主事の派遣を県にお願いするとなれば、最低何年間必要ですか？ 

 

（加藤教育長） 

 平成３０年度と３１年度の２年間は必要でしょうか？ 

 

（三河市長） 

 準備室のトップは教育指導主事と事務職員の、どっちですか？ 

 

（加藤教育長） 

 教育指導主事でなければ出来ません。大分県にも義務教育学校創設の経験者

は居ませんが、一貫校のノウハウを持っています。 

 

（吉水総務課長） 

 開校まで３年あれば、そのうちの１年は実施設計、次の１年は建設工事とい

うイメージで良いですか？ 

 

（橘教育次長） 

 平成２９年度には土地の不動産鑑定や用地交渉を予定しており、専属の職員

１名は必要です。 

 

（吉水総務課長） 

 平成２９年度には事務職員１名、平成３０年度からは教育指導主事を配置し

て準備室設置で良いですか？ 

 

（三河市長） 

地元説明会で了解が得られれば、直ぐに準備に取り組む必要があるので、平

成３０年度からで間に合うのですか？ 

 

（吉武委員） 

 武蔵地区で了解が得られた後は、国見地区でも推進する予定であり時期が重

なるので、準備室は必要ですよ。 
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（高山委員） 

 義務教育学校を市内全域に設置する考えで、その先行として武蔵で行う。何

年も続く事業になるので、最初だけでも準備室は必要ではありませんか？ 

 

（吉武委員） 

 国東、安岐は分離型で取り組む必要がありますね。 

 

（加藤教育長） 

 教育指導主事の配置や準備室の設置について検討してみます。 

 

（三河市長） 

 教職員の配置も課題ですね。 

 

（加藤教育長） 

 小・中学校の授業全教科を担任する訳ではなく、音楽など限定された授業の

みを相互に担任しますので、現時点でも可能です。 

 

（高山委員） 

 小学校の教員の多くは小・中の免許を持っていますが、中学校の教員の多く

は中・高の免許を持っています。 

 

（三河市長） 

 新しい取組みなので、不安でもあり楽しみでもありますね。校区についても、

希望すれば通学可能という案に賛成です。他校区の保護者も関心があるでしょ

う。 

 

（橘教育次長） 

 他校区の児童・生徒で、武蔵の義務教育学校へ通学を希望する方が、どれく

らい居るのかを事前に調査しておかないと、新たに建設する学校の教室数が把

握できません。 

 

（引地教育委員長） 

 市内全域で設置する予定であることや、送迎の負担を考えれば、そんなに多

くは無いと思います。それと、日常会話の中で英語を学ぶことが大事なので、

英語で色んな授業をすると面白いと思います。 

 

（三河市長） 

 外国人の英語教師には教員免許は必要ないの？ 

 

（畑野学校教育課長） 

 教員免許が無ければ授業することは出来ません。ただし、免許を持った教員

と二人一組であれば問題ありません。現在でも、英語教育のＡＬＴや地域学習
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で地元の方が入る時は教員が一人付いています。各地の一貫校を視察した中で、

日常会話での英語教育は重要であると感じており、お昼休みや放課後を活用す

ることも考えられますので、検討したいと思います。 

 

（吉武委員） 

 教員資格を持った外国人教師が居る学校もありますよ。 

 

（三河市長） 

 そういうことも是非事務局で考えて下さい。では、協議事項２の「幼稚園使

用料とこども園等保育料について」を事務局から説明して下さい。 

 

○ 学校教育課長が「幼稚園使用料とこども園等保育料について」議員提言書、

県内市町村の現況、教育委員会の方針などを説明。 

 

（三河市長） 

 県内市町村の現況は子ども一人当たりですね。高いのか安いのか単純に比較

できませんよ。杵築市と同じ方式にした時の試算はありますか？ 

 

（吉武委員） 

 全体的に見ないと分かりません。園児数が少ない公立幼稚園に対する市の負

担は大きいので、公立幼稚園を廃止した場合の試算も必要です。公立幼稚園が

本当に必要なのか？公立の使用料と同じにするため民間の保育料を下げた場合

の市負担はいくらなのか？国見地区で公立が実施している幼保一体型が必要な

のか？など総合的に議論するべきです。 

 

（引地教育委員長） 

 熊毛や竹田津では、午後２時までは同じカリキュラムですね。 

 

（吉武委員） 

 維持費や運営費など考えれば、市の負担は大きいはずです。公立で行うより

も民間に全てお任せすれば、公立と民間での保護者負担の問題も解消します。

真に子どものための予算とするべきです。 

 

（高山委員） 

 安岐町だけが公立幼稚園が全ての小学校に併設されていますが、例えば、国

東小学校の校区には公立幼稚園はありませんよね。 

 

（三河市長） 

 公立幼稚園でなければならない理由がありますか？吉武委員が言うように民

間に任せても良いのでは？ 
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（畑野学校教育課長） 

 保護者にとって公立幼稚園という選択肢があることが重要です。 

 

（吉水総務課長） 

 安岐町では、公立幼稚園、公立保育園、民間こども園という３つの選択肢が

あるのは事実ですが、幼稚園教育について、市が如何に関わっていくのか、議

論すべき時期であることは確かです。 

 

（吉武委員） 

 公立幼稚園の年間経費はいくらですか？子ども一人に先生が二人いる状況は

民間では成り立ちません。民間に補助金を出して運営してもらい、幼児教育に

おけるカリキュラムについては、市の教育委員会が指導する形が良いのでは？ 

 

（三河市長） 

 先日、民間こども園の方にお話しする機会がありましたが、市教育委員会か

ら連絡が全くないと言っていましたよ。 

 

（加藤教育長） 

 幼児教育における課題や条件面などから話してみましょう。 

 

（吉武委員） 

 幼児教育はとても大事です。民間とも議論すべきでしょう。 

 

（三河市長） 

 今日は問題提起という意味で、これくらいにしましょう。米粉パンに関する

新聞記事があったので切り抜きを持ってきました。給食のアレルギー対応など

検討して下さい。 

他に意見が無ければ、これで終わりましょうか？ 

 

○ 総務課長が閉会宣言 

（午後３時５分終了） 

 


